
1998年出上の木簡

奈
良
。
川
原
寺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
大
字
川
原
宇
カ
ド
田

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
八
年

（平
１０
）
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
明
日
香
村
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
西
光
慎
治

５
　
遺
跡
の
種
類
　
道
路
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
飛
鳥
時
代
―
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

川
原
寺
跡
は
飛
鳥
川
左
岸
の
低
位
段
丘
上
に
位
置
し
て
い
る
。
今
回
の
調
査

は
川
原
寺
の
南
西

一
〇
〇

ｍ
の
地
点
で
、
個
人
住
宅
の
建
替
え
に
伴
う
も
の
で

あ
る
。
調
査
の
結
果
、
幅

一
・

二
ｍ
深
さ
五
五
卿
の
東
西
溝
を

検
出
し
た
。
溝
内
の
堆
積
土
は

大
き
く
二
層
に
分
か
れ
、
本
簡

は
上
層
で
検
出
し
た
。
溝
内
か

ら
は
、
他
に
須
恵
器

・
土
師

器

。
瓦
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
地
は
川
原
寺
と
橋

寺
の
間
を
東
西
に
走
る
道
路
の

推
定
線
上
に
あ
た
り
、
調
査
地
西
方
の
川
原
下
ノ
茶
屋
遺
跡
や
橘
寺
北
門
前
で

検
出
し
た
道
路
遺
構
と
の
位
置
関
係
か
ら
、
検
出
し
た
溝
は
東
西
道
路
の
北
側

溝
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①

　

天
平
十
年
歳
次
戊
寅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（電
く
０
益

ｏ盟

②

　

□
上
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｅ
Ｘ
こ
益

ｏ留

①
　
　
上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
Ｘ
じ
溢

ｏ鮨

①
は
紀
年
銘
の
あ
る
木
簡
で
あ
る
。
「戊
寅
」
ま
で
記
す
も
の
は
荷
札
で
は

あ
ま
り
例
が
な
く
、
文
書
木
簡
の

一
部
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
②
①
は

「上
」
の
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
内
容
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の
寺
崎
保

広
氏
に
ご
教
示
を
得
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（西
光
慎
治
）

(吉野山)




